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キ リス ト教の啓示に対峙する暗号の 思想

越　部　良　一

　ヤ ス パ ー
ス は 聖 書 宗 教 を高 く評価 し て い る の で あ る が 、 こ こ で は 、 も っ ぱ

らヤ ス パ ー ス 哲学 の そ れ とは 違 っ た
一

面一、 キ リス ト教 に対 決 す る 面 を
、

「啓示

（Offenbarung）」 とい うこ とを 中心 に して
、 ヤ ス パ ー

ス の 言 う 「暗号 」 の 思想 か

ら取 り出 して み る 。

　（1）暗号 とは い か なるもの か

　超越者の 暗 号 （Chiffre）（ある い は 「象徴 （Symbo1）」）は 、 超 越 者 （Transzen−

denz）とは 区別 され る面 をもっ
。

「現象す る あ らゆ る もの が 、 暗号 とな り うる」

（Off　158）の で あ るか ら 、 暗号 は多で あ るが 、超越者 それ 自体は
一

で あ る 。 ま た 、

暗号は （非対象的 で あ る と同 時に ）対 象性 を もち 、 そ の 点で は 、 内在的 な もの

で あ るが 、超越 者 は 、 す べ て を超越 し包括す る全体的 な も の
、

「あ らゆ る包 越

者 の 包 越者」（W109 ）で あ る 。

　暗号 は 、 また 「実在性 （Realitat）」 とは 区別 され る 。 実在的な もの は 、 科 学

的 に研 究 され 、 普 遍 妥 当的 に 実証 で き るもの で あ るが 、 暗号の 本 質は 非実在 的

で あ る 。 暗号 は科 学的 に 研究 され 得ず 、 した が っ て 普遍 妥 当性 をもたず 、 歴 史

的 （geschichtlich）で あ る。

　暗号の こ うした 非実在性 は 、 多様な形で 表現 され る 。

一
つ には 、実在 的 な も

の は 不透明で あ るの に対 して 、 暗号 は透明性 （Transparenz）を もつ と言 われ る 。

二 つ に は 、 実在的な もの は
一

義的 （明瞭）で あ る が 、 暗号 は 多義 的 （曖昧） で

あ る 。
三 っ に は 、 実在的 な もの は 存立 す るが 、 暗号 は 消失す る （verschwinden ）、

あ る い は 浮 遊す る （schweben ）。 四 っ に は 、 暗号 の 本質は 実在的 、 物 質 的で は

な い の で あ るか ら 、 暗号 は科 学的 に 不 可能 な こ とを語 る もの で もあ り得 る 。 例
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えば 、 実在す る人間は 、 死 ん で生 き返 っ た りは しない が 、 実在性 を本質 とは し

ない 暗号 と して は 、 生 き返 っ た り 、 天 に昇 っ た り、そ の 他 、 非科学的 な こ とが

語 られ て もか ま わ ない の で あ る 。 ち ょ うど、実在 性や科学的な見地 か らの 荒唐

無稽 さを ま っ た く問題 にす る こ とな く、人 が童話 に魅せ られ る こ とが あ る よ う

に 。
「童話 の 物語 に お ける よ うに 、 暗号 の 世 界 にお い て は 、 人 は 、 単純 に 聞 か

ね ば な らず 、
一

足飛び に 動 か ね ばな らない 」（Ent・116）。

　 しか し 、 例 えば 、 人 間が生 き返 る こ とや 、 昇 天す る こ とが 、 実在性 を もち、

した が っ て 科学 的 に実証 され る よ うな歴史に属す る と主 張 され 、 そ の こ とが字

義通 り受 け取 られ る な ら 、 それ は暗号 で は ない 。 ヤス パ ー ス に とっ て は啓示 信

仰 は 、 こ うした 主張 をす る よ うに 見え るの で あ る 。

　（2）キ リス ト教 の 啓 示 に 対 す る批判

　ヤ ス パ ー ス は啓示 を 「神 の 直接的 な告知 」（Off・49）と捉 え る 。 ま た 、啓示 の う

ち に は 、 その 本質的な一
要 素 と して 実在性 が ある と見 る。

こ うした啓示 は 、 キ

リス ト教 にあ っ て は 、預言者 た ちへ の 神 の 語 りか け 、 使徒 た ちの 証言 、 そ して

聖書 な ど として 存在す るが 、 中心 とな る の は 、 神 が イ エ ス とい う実在す る人 間

とな っ た とい う啓示 で ある 。 そ して 、 キ リス ト教の 諸々 の 啓示 は 、 世 界内 にお

け る 、 こ れ もまた
一

つ の 実在性 で あ り啓示 で あ る教会に よ っ て 保証 され るもの

で あ る 。

　以上 の よ うな もの と して ヤ ス パ ー ス に よ っ て 捉 え られ た キ リス ト教 の 啓示 は 、

様 々 な点で 、 暗号 の 思想 とは 区別 され 、ヤ ス パ ー
ス 哲学か ら批判 的に 見 られ る 。

第
一

に 、 啓示 は 、 ヤ ス パ ー ス の 言 う包越者 の 思想 の うちに は ない
。 包越 者 の 諸

様態 の 確証は 、 主 観 と客観 との 分裂の 自覚 と して あ るか ら、 主観 1生か ら離れ た

客観 そ れ 自体 は 明 らか に な らな い こ と を 自覚す る 。 主観性 に お ける超 越者 の 現

れ は 、 超 越者自体で は な く 、 超越者の 暗号 で あ る 。 暗号 は 、 したが っ て 直接 的

に 超 越者 で あ るの で は なく 、 直接的には （主観 が直接 関わ るもの として の ）世

界 内の 存在で あ る 。
こ れ に対 して 啓示 は 、 神 の 「直接的な」 現前 で あ り、 その

中心 には 、 イ エ ス とい う入 間が神自体で あ る とい うこ とがあ る 。 それ が 文字通

りの こ とで あ るな ら 、 啓示 は暗 号で は な く、 暗号の 世界 の うちに は ない 。
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　 こ の 第
一

点 に関連 して い るが 、 第二 に 、 啓示 にお い て は実在性 （そ の 中心 に

キ リス トの 実在 が あ る）が 、 そ の 本質的な 契機 とな っ て い るの に対 して 、 暗号

の 本質 は 実在性 に は ない
。 第三 に 、 啓示は 人間 に とっ て

一
義的 （明瞭）で あ り、

そ れ に 対す る服 従 が求 め られ るの に対 して 、 暗号 は多数あ り 、 そ の 解義もま た

多様 で あ りえるか ら 、 そ こ に は 人間が 自由に動 く余地 がある 。 第四 に 、 キ リス

ト教の 啓示 信仰 にお い て は 、 人間 とな っ た神 の 実在性 は 、 特定 の 場所 と時に 局

限 され 、 しか も 、 そ の
一

回 限 りで ある と され る 。 キ リス ト教 の 啓示 は 、 それ以

外 の 啓示 を真理 とは 認 めず 、 排 除す る とこ ろが あ る 。 史実 の 上 で は 、 啓示 信仰

の こ の 唯 一性 、 排他性 は 、 暴力 とむす び つ い た。 暗号の 思想 は 、 神 へ の 道 が 多

様 な形 で 、 多様 な 暗号 を通 して 可 能 で あ る と し、排 他的 な真 理 と、 それ に 結び

つ く暴力 とに反 対 す る 。

　（3）啓 示 を暗号 と解す る試 み

　実在的 な もの を超越 者自体 とする こ とは 、 ヤ ス パ ー ス に と っ て迷 信 （Aber−

glaube）で あ る 。
し た が っ て 、 キ リス ト教の 啓 示 は 、 ヤ ス パ ー ス 哲学 に とっ て

は 、

一
つ の 迷信 で は ない か とい う疑念 を引き起 こ し うる もの で ある 。 しか し 、

それ が ヤ ス パ ー ス 哲学 の 枠内で の 啓示 の 唯
一

の 捉 え方で は な い 。 も う一
っ は 、

啓示 を 、 啓示 の 暗 号 （啓示 とい う暗号） と して 理 解す る、 つ ま り、啓示 を、神

話 で あ り 、 比 喩 的 な も の （そ の 価値 は 、 実 在 的 な 事 実 を語 る こ との うちに あ る

の で は な い ） と して 理 解す る捉 え方 が ある 。 そ こ で は 、 啓示 の 本 質的 な契機 と

して の 実在性 そ れ 自身 が 「暗 号」 と して 捉 え られ る こ とに な る 。
つ ま り 、

「実

在性 」 は 、 あ くま で も比 喩的 、象徴的 な もの と して捉 え られ るわ けで あ る 。

　 しか しな が ら、 実在性 を本 質的 な契機 とす る啓示 を 、 （実在性を本質 とは し

ない ）暗 号 とす る こ とは 、
「啓示 の 意味 の 変化 」 （Off　504）で あ り、

「私が 聞 くとこ

ろ に よ る と、
い か な る神学者 も 、 暗 号へ の 啓示の 変化に賛 同 しえない 」（Off　505）。

そ して また 、 ヤ ス パ ー
ス が 啓示 を暗号 として捉 え る ときで も 、 ヤ ス パ ー ス は こ

の 啓 示 の 暗号を重要視 しは しない 。
「啓示 の 実在性 が暗号 と して 通 用 す る と き 、

それ は もは や暗号世界全体か ら際立 っ て はい ない 。 啓示 の 実在性 は 、 神 自身 が

実在 的に現 在 した な ら とい う、 人問の 限 りない 憧れ が、
一 瞬 い わ ば満 た され た
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と見 られ る よ うな暗号で ある が 、 即座 に 、 創造 され た人間の 自由存在の 厳 しさ

と偉 大 さの 背後へ 退 き、 こ の 厳 し さと偉大 さに と っ て は 、 神 は 、 容赦 な く隠れ

たままで あ る」 （Off　505）。

　（4）哲学的信仰の 他者 と して の 啓示 信仰 へ の 態度

　啓示 の 実在性 を、迷信 と して あ るい は暗号 と して 理 解す る こ とは 、 ヤ ス パ ー

ス の 言 う哲学的信仰の 枠内で の こ とで ある 。 しか し、啓示 をヤ ス パ ー ス は哲学

的信仰 の 理 解の 及 ばない もの
、 哲学的信仰 の 枠外 に存立す る もの で は ない か と

も考えて い る 。 こ うした 自覚は 、 啓示 信仰 の 「恩寵」 とい う考え方 を確認す る

こ との うちで 強 め られ る 。
「［啓示 を］信仰す る者 は恩寵 を通 じて信 じる の で す 。

私 は こ の 恩 寵 を経験 し た こ とは あ りませ ん
。

こ の 恩寵 を求 め る よ うに駆 り立 て

る何 もの も私 の うちに は あ りませ ん」（Pr　68）。

　 自らの 理 解 が及 ぼない 完全 な他者 と して キ リス ト教 の 啓示 信仰 が 意識 され る

と き 、 ヤ ス パ ー ス は、 そ の 排他性 が暴力 的 とな らぬ 限 り、 それ を哲学的信仰 と

対 等 の 真理 で は ない か と考 え 、 完全 な他者で あ るか も知れ ぬ こ の 啓示信仰 との

交 わ りを追 求 し続 ける 。
「哲学的 に信仰す る者は 、 他 の 根源 に 由来す る もの と

して の
、 彼 に疎遠 な信仰 を、 た とえ彼 が そ の 信仰 を理 解で きな くとも 、 可能的

な真理 と して 承認 せ ね ば な らな い で あろ う」 （Off　533）。

　 「人間た ちは 、 必 ずや共 に語 り合 わねば な らない が 、 必 ず しも共 に 祈 らね ば

な らない とい うわ けで は な い 」（OffllO）。 ヤ ス パ ー
ス に あ っ て 、 共 に祈 る こ とが

で きぬ とい う事態 、 理 解で きぬ が 、 真理 で あ るか も しれ ぬ信 仰が あ る こ との 自

覚 は 、 自己 （人間） の 有限性 （自己 が神 で ない こ と） の 自覚 で あ り 、 そ れ は 超

越者 の 自覚に通 じて い る 。 世界内 に お ける諸々 の 真理 の 分裂 と 、 そ こ で の 実存

間 の 精神 的 な闘い が 、

一
な る真 理 を 、 人間 と世界 を超 え た もの と して 、 つ ま り

超 越 者 と して 自覚 させ うる の で あ る 。
「実存に 対 す る実存 とい う、 存在に お け

る 真理 の 多重性 が 、初 め て 完全 に 、 深 淵の も とで の か の め ま い を もた らすの で

あ る 。 こ の め まい が あ らゆ る地 盤を奪い 去 る の を押 し止 め るこ とは で き なか っ

た の で あ り、 こ うし た め ま い か ら 、 超越者が 解放す るか 、 ［人 間の ］現 存在 が

視野 を狭 め、我意 を張 っ て 不 安 うちに 固執する 自己 欺瞞へ 逃避す るか な の で あ
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る」（Ph　II　440）。 ヤ ス パ ー
ス が繰 り返 し啓示 信仰の 自らに と っ て の 疎遠 さを強

調す る の は 、 それ が超 越者 へ の 自らの 信仰 を 自覚す る
一

つ の 仕方 となる か らな

の で あ る 。

＊ ヤ ス パ ース 著作の 引用略号 （引用文 中の ［ ］は 引用者の 補足）
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。Ph　： Philosophie　 3　Bde

，
　Springer　Verlag，1932．（4．　Aufi．1973）．
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，
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，
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